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やどりき水源林森の案内人(定期)観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から（認定NPO 法人）かながわ森林インストラクターの会員が水源林をご案内します。

やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早春のやどりき水源林をいつもよりゆっくりと歩き、 

観察できた冬芽や今の時期では貴重な花を紹介します。 

取材は 2/26、晴天に恵まれ水源林に向かう国道からは富士山がくっきり見えます。 

水源林に向かう途中にある温度計では 7℃と表示。3 か月ぶりの訪問、黄色い花を期待し

て林道周辺を歩き始めます。野鳥のさえずりが聞こえ、静かな時間が流れていました。 

 

春が待ち遠しいやどりき水源林。春はすぐそこです。 

ミツマタの蕾 ミツマタの花 ウツギの実 ヤブツバキ 

 花・果実など 

ジュウガツザクラ 

林道入り口近くのミツマタ （右下）中津川沿いのカワズザクラ 
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水源林で見つけた冬芽 

越冬中の樹木 ～静かに春を待つ～ 

3・4月の水源林 

・3月から「森の案内人」によるガイドが始まります。ミツマタが見ごろになりますので、 

是非やどりき水源林へお越しください。 

・4/8（土）森の案内人☆特別企画「桜三昧！最明寺史跡公園へ」が開催されます。 

 詳しくは、森の案内人へお問い合わせください。(HP)http://www.forest-kanagawa.jp/index.html 

3 月の水源林で見られる 主な花 

（花）・ミツマタ・フサザクラ・オニシバリ 

・ジュウガツザクラ 

（冬芽）・コクサギ・クロモジ・リョウブ 

・サンショウ・イロハモミジ・ヤマボウシ 多数 

冬から早春にかけては、落葉樹の樹形を

観察するにはとてもよい季節です。 

枝の付き方、密集度、規則性など様々な

違いを見ることができるのは興味深い。 

この季節ならではの森の楽しみ方があ

ります。春が本格的に来る前に水源林へ

訪れてみてはいかがでしょうか？ 

 

 

ヤシャブシ 

林道コース周辺で見られた冬芽を紹介します。全体的に薄い色で覆われた森ですが、じっくり眺めると様々な色

を発見できます。少しづつ暖かくなり春が近づいていることを実感できました。 

❶ミズキ ヤマボウシ 

❶赤色の冬芽には、トチノキ、

カツラ、ドウダンツツジなど 

❷あと少しで開花するフサザク

ラ。水源林では春を知らせてく

れる樹木。❸じっと春を待つイ

ロハモミジ。足元には去年の枯

れ葉の絨毯がありました。 
❷フサザクラ 

❸イロハモミジ 

リョウブ サンショウ 

空と月と樹木 


